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	令和８年６月16日発行
	　　　　　　　　近畿地方も入梅を迎え、雨に煙る紫陽花が美しい季節になりま                        した。 　紫陽花は、時の移ろいと共に花の色を変化させ、折々に私たちの目を楽しませてくれます。紫陽花の花には様々な色がありますが、育った土壌によって色が異なるのだそうです。 　もともと日本に自生していたガクアジサイ(額紫陽花)が母種となり、西洋にわたって品種改良されたものが世界の紫陽花の主流になったという説があります。1823年長崎に来たシーボルトがヨーロッパに持ち帰り、恋人のお滝さんにちなんで「オタクサ」という学名をつけ、海外に紹介し、それ以来、様々な品種改良を経て日本に逆輸入されるようになったということです。 　また、梅雨は鬱陶しいものという印象もありますが、一方で万物の成長を促す「恵みの雨」でもあります。田植えを終えたばかりの苗に、雨が降り注いでいる風景はなかなか風情のあるものです。本校でも４年生が６月５日（金）に泥塗れになりながら無事に田植えを終えました。児童たちは、これから稲がすくすくと生長することを祈りながらしっかり世話をして、豊かな実りの秋を迎えられることを今から心待ちにしています。 　話は変わりますが、５月３０～３１日の１泊２日で３・４年生が神戸市立自然の家に林間学校に出かけました。そこで、児童たちは楽しく充実した時間を過ごしました。施設の職員の方々に心からの感謝をお伝えして、有意義な林間学校を終えて帰校することができました。 　今回の林間学校中、嬉しかったことがありました。それは施設の職員の方々から児童たちのことをたくさん褒めていただいたことです。行儀が良い、挨拶が元気、人の話をしっかり聞く、もりもりご飯を食べる等々、私はいろいろな場面でお褒めの言葉を頂戴し、本当に嬉しく思いました。 　常日頃から「当たり前のことが当たり前にできる子であってほしい」と願って児童たちに向き合ってきましたが、私たちのそういう思いがしっかりと児童たちに届いていたと感じられる良い機会となりました。 　教育の目的の一つは「子どもを自立させ、一人前の大人に育てること」です。独りの人間として当たり前のことが、自分独りの力で当たり前にできるようになること、それこそが自立の大前提であると思います。 　とはいえ、小学生はまだまだ「こども」です。未完成です。できないことがあって当たり前です。これからも児童たちが、生活面でも学習面でも、自分のやるべきことを当たり前にできる人間に成長してくれることを願い、私たち教員も児童に丁寧に関わっていきたいと思っています。

